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プレスリリース 

PUBLIC 

 

シェフラー、「気候変動」の分野で CDP の最高評価   

「A リスト企業」に 3 年連続で選定  

 

⚫ 3年連続でCDPから「気候変動」の分野で最高評価「Aリスト企業」に選定 

⚫ CDPによる評価結果はサステナビリティに対するシェフラーのコミットメントの

裏付け 

⚫ サステナビリティは引き続き重要な戦略テーマ 

 

2025年2月25日 | Herzogenaurach / Yokohama 

シェフラーグループは2025年初めに、前年度におけるサステナビリティへの取り

組みに対して、国際的な非営利環境団体であるCDPから「気候変動」分野で最高

評価である「Aリスト企業」に再び選定されました。「水セキュリティ」分野では、前

年に引き続き「A-（マイナス）」の評価を獲得しました。これは、環境リーダーシッ

プについて、今回も最高レベルの評価を受けた企業として、シェフラーが認知さ

れたことを意味します。 
 

サステナビリティに対するコミットメントの裏付け 

25年前に設立されたCDPは、世界最大の環境データベースを管理しており、年一

回、世界中の企業から温室効果ガスの排出、気候リスクの特性、企業の削減目

標および戦略についてデータや情報を収集しています。 
 

シェフラーAGのCEOであるクラウス・ローゼンフェルドは次のように述べていま

す。「シェフラーのサステナビリティへの取り組みが認められ、気候変動の分野で

再び「A」評価を獲得しました。ただそれと同時に、シェフラーが掲げる意欲的な

サステナビリティ目標の達成に向け、まだなすべきことが多くあることも認識して

います。ヴィテスコ・テクノロジーズとの合併後も、シェフラーは持続可能な発展を

一貫して推進してまいります。今後もサステナビリティは、モーションテクノロジー

のリーディングカンパニーになるための重要な前提条件であると考えています。」 
 

今回CDP 2024の「Aリスト企業」に認定されたことは、シェフラーのサステナビリテ

ィプログラムに関してシェフラーが収集したデータが高品質で包括的かつ透明性

が高いことを示す証となります。これにより、ステークホルダーの皆様に環境影

響に関する包括的な概要を提供できるほか、シェフラーにとっては持続可能な変

革を実現するための基礎となります。 
 

さらに、シェフラーが、社内のオペレーション機能のほか、風力発電、輸送、Eモビ

リティ部門の具体的な事例を挙げて、機会とリスク管理分野に関する情報を開示

している点も評価されました。 
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高評価につながったもう一つの重要な要素として、シェフラーの「クライメートアク

ションプラン」があります。このアクションプランは、シェフラーグループの脱炭素

化戦略を進める目的で2022年に策定されました。 
 

「水セキュリティ」分野では、今回も高い要件をクリアしたことが評価され「A-（マイ

ナス）」を獲得しました。シェフラーがこの分野におけるリーディングカンパニーと

して再び認められたのは、事業戦略、事業インパクト、さらに今回は機会とリスク

管理に関して高いスコアを獲得できたことが主な要因です。 
 

CDPの評価は、企業の環境透明性を測る重要基準として世界的に認知されてい

ます。CDPのスコアは、気候に配慮し、持続可能で回復力のある経済の達成に向

けた投資や調達の意思決定に広く活用されています。CDPは、詳細かつ独立した

採点手法で企業を評価し、「A」から「D-（マイナス）」のスコアを付与します。「A」お

よび「A-（マイナス）」評価は、最高評価である「リーダーシップ」レベルを意味しま

す。 
 

シェフラーグループのサステナビリティに対する取り組みついては、シェフラーの

ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.schaeffler.com/en/group/sustainability 
 
 

将来の見通しに関する記述等について 

本プレスリリースには、将来の見通しに関する記述が含まれています。将来の見
通しに関する記述には、現実の業績や事業活動が本プレスリリースに含まれる
将来の見通しに関する記述で言明・示唆された内容と異なるリスク、不確定性や
仮定が本質的に内在しています。こうしたリスクや不確定性、仮定が、ここに記
載される事業計画や活動の実際の結果や財務状況に影響を与える恐れがあり
ます。シェフラーは、新たに入手した情報や今後起こりうる事象を元に、これらの
将来の見通しに関する記述を公的に更新したり改定したりする義務を負いませ
ん。これらの将来の見通しに関する記述は、本プレスリリースが発行された時点
でのみ有効ですので、これに全面的に依拠することはお控えください。本プレス
リリースに含まれる過去のトレンドや実際に起きた事象に関する記述は、こうした
トレンドや事象が将来的にも継続することを表明するものではありません。シェフ
ラーもしくはその代理人によりなされた、すべての将来の見通しに関する記述
は、書面もしくは口頭の伝達手段の別を問わず、上記の注意事項の適用対象と
いたします。 

 

発行者：Schaeffler AG / Schaeffler Japan Co., Ltd. 

国：日本 

 
 
注）本プレスリリースは現地時間2025年2月25日にドイツ・ヘルツォーゲンアウラッハ

で発行されたものの日本語訳です。英文の原文との間で解釈に相違が生じた際に

は原文が優先します。 
 

************************************************************ 
シェフラーグループ  – We pioneer motion  

https://www.schaeffler.com/en/group/sustainability
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シェフラーグループは、75年以上にわたりモーションテクノロジーの分野で画期的な発明と開発を

推進してきました。電動モビリティや CO₂排出削減効率の高い駆動システム、シャシーソリューショ

ン、そして再生可能エネルギーのための革新的なテクノロジー、製品、サービスにより、シェフラー

グループは、モーションの効率性、インテリジェンス、持続可能性を高めるための、ライフサイクル

全体にわたる信頼できるパートナーです。シェフラーは、モビリティエコシステムにおける包括的な

製品とサービスの範囲を、ベアリングソリューションやあらゆる種類のリニアガイダンスシステムか

ら修理および監視サービスに至るまで、8つの製品ファミリーに分けて示しています。シェフラー

は、約 120,000人の従業員と 55か国に約 250以上の拠点を持つ、世界最大級の同族会社であり

ドイツで最も革新的な企業の一つです。 

 

 

 
 

連絡先 

シェフラージャパン株式会社 

広報部 マネージャー 金城道代 

TEL：+81 90 2734 8155 
E-mail: pr-japan@schaeffler.com 
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